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地域とかかわり手をC3なぐ 豊かな学校づくりを求めて
- 学校間連携の異体的実践と改善 -



































































































































































































































































































































































































































<3年, 平成22年度*地妓連嘩学習実践メモ 脚 .那 ,N 里良三中.出現LIJL宇与書栗丘qrl tlt) ftiLJ寺f文例Jl 内℡:-): 二軍BgL柄 p実垂句R nさ 禿 隻 Ⅶ 楕
3年1月 豆か.､l をもiナ三渇でL.__-I ミニJL金 書均,I.･一i]tl E蛸 LlilRち.､/川 ll)ん=づくI}.RhきFrl.I;lニ沖 蜂tBJeわ'純一か才一 Jl.-+7;F'tr
蕊 河ポつンティ丁等のbftJいIこ丘
･和寒けi斬り章革製 秘 ,-r鮎.:) 竃 賢 し一.I-41" i
J!句牧し巨 誓 Jll.令.-I-Fサ .L1L'7,I,如-!t_.rLz1.l7i=ぎ:(絹官主日子をト(.A-≡IeB,jq 卯も9.
芸-もー._.i,--,1才.LtLlr-. ･t亨i.汁(-り鳩畔ー)I.-2L-再乙代り
図4 地域連携学習実践メモ
175
(6)連携の中で本校職員が大切にしたこと
今年度連携の実践化に向け,地域の子どもを9
年間で育てる視点に立ち,学校間連携をより深め,
これまで行ってきた中で何ができそうかを考える
ことを大切にした｡無理なくできることで, 一緒
にやった方が効果の上がることで連携を考えた｡
*合言葉 ｢いっしょにやってみませんか?｣
(7)中学校区内3校連携担当者会の開催
小中学校 9年間で中学校区内の地域の子ども
を育てる意識を共有し,教職員と子どもの交流を
より促進することを目的に,中学校区内小中3校
連携担当者会を開催した｡ここにおいて,小中3
校連絡協議会の内容と課題を確認しながら,各校
の連携担当者が,より各校の連携を推進する役割
を担っていくことを約束した｡また,これまでの
連携の課題から,今年度の重点を決定し,各校職
員に報告し,各校でより推進に向けた実践に努め
ていくことを誓い合った｡
ここで話し合った努力点は,次の3点である｡
① 中一ギャップ 解消のための小小交流
② 中学校職員による出前授業の協力
③ 授業研究会-の参加
また,小小連携の合同の打ち合わせ会を,小小
合同の心配蘇生法講習会の折りに行 うこととし,
職員間の交流と情報交換を目的に,職員の交流会
を計画することを決定した｡さらに,担当者会と
して,年度末に各校職員の声を集め,次年度に向
けた改善点を話し合うことを約束した｡年間の連
携の計画は,図5の通りである｡
図5 小中学校3校連携推進計画
(8)小小連携交流学習の打ち合わせ会を実施
小小合同で行った心肺蘇生法講習会を機会に交
流学習の打ち合わせを行った｡学年の実態や学習
状況に合わせ,実施時期と内容を検討した｡話し
合うことを通して,子どもの様子を知るとともに,
お互いの顔を知り,考え方の共有や目指す子ども
の姿を具体的に描くきっかけとなった｡
(9)職員間の交流会を開催
小中3校連絡協議会における授業参観と情報交
流とは別日に,職員同士の情報交流会を実施した｡
十分な交流の時間を設けたことで,日頃の学校の
様子や今後の連携のアイデアだけでなく,職員同
士の趣味等についても話が飛び交い,お互いの素
顔を知ることで,その後の連携や交流に弾みがつ
くこととなった｡
(10)各学年における連携の実際
① 小小連携による交流学習
a) 1也2年生の実践
ふれ合いを通して仲良しになることを目標に,
T小学校において交流会を実施した｡内容は,自
己紹介ゲーム,校舎見学,グランドで一緒に遊ぶ
こと｡事前に話し合いを行ったことで活動がスム
-ズに進行して
いる｡児童セン
ターはそれぞれ
違うチビも達で
あるが,子ども
達は大喜びし,
満足した様子が
伺える｡
写真1 ｢学校を紹介してもらったよ｣
b)3年生の実践
T小学校を会場に自己紹介やミニゲーム等の
ミニ集会を行った｡ 事前にお互いに自己紹介カ
ードを作成し,交換した｡事前に打ち合わせを
持ち,お互いに活動のイメージを持って臨んだ
ことがよかったと指導者が振り返っている｡
C)4年生の実践
3年生の時にT小学校の築山でそり乗りの交
流を実施してい
るので,久しぶ
りに会うことを
楽しみにした｡
前半は,総合学
習の取り組みに
より,校内を巡
写真2｢この松の木は-｣伝統の松を紹介する
176
りながら,学校についての紹介を行い,後半は,
合同体育で,合同チーム編成によるポートボー
ルを行った｡ 少人数であっても多くの友達の前
で堂々と発表する姿に刺激をもらった｡
d)5年生の実践
本校を会場にバスケットボールの合同体育を
実施した｡比較的人数の多い学年であるが,令
同のチーム編成を組み,作戦を練ったり,協力
してプレー したりすることを通して,学校を超
えた友達と力を合わせる楽しさを味わい,お互
いの理解を深めることにつながった｡
e)6年生の実践
6年生は,中学校進学を鑑み,社会科におけ
る合同の市内歴史探訪,国語科における討論会
の合同授業の実施,給食センターにおけるバイ
キング給食の実施,両校の保護者が参加し,親
子で学ぶ携帯電話安全教室等の開催を行った｡
T小学校ともに少人数であることから,担任
の願い が共通し,いろいろな教科で実践が行わ
れた｡人数が少ない理由でT小学校におけるバ
イキング給食が行われないところを合同で開催
することにより,それを可能にした経緯がある｡
また,親子で学ぶ携帯電話安全教室については,
進学を控えた子ども-の配慮から,T小学校か
らの誘いがあり,外部から青少年指導員を講師
に招いて実施され
たものである｡
事後,T小学校
の保護者に感想
を聞いたが,令
同の開催を高く
評価していた｡
写真3 国語科合同授業 ｢討論会をしよう｣
② 小中連携による出前授業の実践
小中連携による出前授業の実践は,5.6年
生の外国語活動において,T小学校児童との合
同授業により,それぞれの学年で実施された｡
中学校英語科担当教師チームの協力と連携によ
る外国語活動における3校小中コラボレー ショ
ン授業の実現である｡
5年生では,自己紹介ゲームと教科の名前を
英語で覚えること,6年生では,英語ノートⅡ
｢道案内ゲームをしよう｣の活動を広げ,校舎
内で実際にやってみることを目標に行われた｡
事前に3校合同の担当者の打ち合わせ会を実施
し,念入りな計画と準備がなされている｡
授業後,中学校の先生方に子ども達がお礼の
手紙を送ったが,それに対して,中学校の先生
からも温かい メッセージの手紙が届いている｡
③ T小学校の校内授業研究会-の参観
丁小学校における校内授業研究会 ｢算数｣｢理
科｣｢道徳｣｢国語｣を本校職員が参観した｡校
内授業研究会がある時は,両校で授業者と教科,
単元名等をFAXで流し,回覧した｡また,描
導案を職員に増し刷りして配布した｡これによ
り,互いの子どもの様子や他校の指導の様子を
知り,研修の機会を得,互いの刺激となった｡
(ll)実践を通した小中3校教職員の声から
(∋ 効果的だった点や考え
<中学校の教職員の声>
･5,6年の英語の交流授業は生徒の様子も
見ることができて効果的だった｡
･小学校で今取り組んでいることや,授業を
どのようにやっているのかなどを聞くこと
ができ,このような経験をした子どもたち
が入ってくるというイメージが持てた｡
<小学校の教職員の声>
･少人数のため,大人数で活動できたことが
良い体験となった｡ また,他校の様子を知
ることができてよかった｡保護者からも交
流に関して,｢いい取組だ,続けてほしい｣
という声もあった｡
･中学校-の不安を軽減するという意味で,
高学年にとっては,特に交流会は大切な活
動だと感じた｡低学年のうちから交流会を
することで,友達も増えて小学校の壁がな
くなると感じる｡小小連携は,中学校に進
んでからの人間関係づくりに有効である｡
･中学校で一緒になった時の中一ギャップの
解消に効果的である｡
② 来年度に向けた改善点や実践のアイデア
<中学校の教職員の声>
･小中の垣根を越えて,小学校の先生が中学校
で教えたり,小中合同で活動したりするなど
可能であればさらに連携が進むのではなか｡
･小中の児童生徒が共同で何かをやったり,ボ
ランティアをやったりする活動があればよい｡
小学校の児童が,中学生が頑張る姿にあこが
れを持つことで,三中校区の小中学校がすぼ
らしい学校になると思う｡
<小学校の教職員の声>
･続けることが大事｡お互いに負担にならない
程度で交流を持続していきたいと思う｡
･学習交流がもっとあってよい｡単元によって
は,合同で行えることが可能だったり,効果
的だったりするものがある｡
･低学年は,学校の中の交流で十分ではないか｡
5 考察と課題
連携が必要だと感じている教職員は多い｡連
携がここまで進んだのは,教職員が抱いている
必要感を互いに引き出すことができたからと考
える｡子どもに対する連携の効果は,教職員の
負担感を越えた｡互いに ｢知ること｣を前提に,
できるところから無理なく進めようと意識し,
具体的に動き出したところも大きい｡連携を推
進しようという3校同時の働きかけが,教職員
の総意を生み,連携-の取り組みを後押しした｡
これらの成果や課題を踏まえ,次のようなこ
とが今後の連携に必要と考えられる｡
*年度当初における連携-の見通し
*学年の発達段階に応じた効果的な実践
*連携-の教職員の発想と意識の持続
｢一緒にできることはない か｣｢一緒にやるこ
とで効果の上がることはないか｣ということを
念頭に置き,教科単元,領域,総合的学習の時
間や特別活動の内容等から,各校で洗い出しを
行い,互いに検討し合うことも必要と考える｡
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